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  証券取引などには、アナリストという人たちが活躍しています。要するに博打の予想屋のこ
となのですが、株式市場ではアナリストとよばれ、その意見は専門性に裏打ちされたほぼ確実
な予想として重宝されます。機関投資家などは、そうした一般的な予想にしたがって手堅い取
引を繰り返し、利ざやを増やしていきます。でも、所詮は予想屋にすぎず、彼らの未来予想は
時折大きく裏切られます。
ENRON の崩壊、WorldCOM の詐欺商法はアナリストたちによって予見されることはありませんで
した。そうした企業は、もっとも成功している企業としてその崩壊の直前まで賞賛されていた
のです。
日本にもさまざまな予測を行う機関があります。しかし、ほとんどの場合、予想は大きく外れ
ています。
  ヒット商品というものも、一種の未来予想です。
多くの会社が、少し先の需要を見越して何かを作り販売するというのが、製造業のなりわいで
す。このために、どんな高度で先進的な製品を作り上げても、成功には結びつきません。問題
は、予想した未来と現実にやってきた未来がどのくらい一致しているかということにかかって
いるからです。
少し前の”インターネット技術”もそうした”素晴らしい技術”にあふれていて、投資家の欲
望の対象になりましたが、大半が現実的には意味の無い技術者の独善にすぎませんでした。
  30年ほど前でしょうか、石油・石炭は２０～３０年のうちに枯渇するということが言われて
いました。石油ショック直後の事で、相当に重みのある予想でしたが、石油は、当分、枯渇し
そうもありません。また、２０年ほど前には、ソフトウェア技術者が不足し、コンピュータ業
界は深刻な打撃をうけるという予想もありました。実際に起こったことは、ダウンサイジング
でベテラン技術者が大量に解雇されたというような事でした。少し前には、勤務形態が変わり、
在宅勤務が増えるという話でしたが、不景気のせいか、在宅勤務どころか、失業してしまうほ
うが多いようです。
  不思議な事なのですが、人は未来の幻想を共有し、その幻想はたいてい間違っており、すっ
かり裏切られているのです。正しく未来を予見できるのは、個人的な偶然に支えられていたか、
よほどの天才的な卓見に恵まれたというような幸運が必要です。
  それでも、人は未来を予見しないではいられないのです。そして、その予見が積極的であっ
た場合に好景気になり、方向性が無くなった時に閉塞感にさいなまれるということになります。
  もうひとつ人間の未来感覚に不思議な事があります。必然的な未来にはあまり反応しないので
す。倒産しそうな会社で従業員が危機感を共有できなかったり、自分の破産を受け入れられな
かったり、また、自分にやがて訪れる死を受け入れる事もとても困難なことです。20年先には、
超高齢化社会が到来し、その当事者は、現在のわれわれ、青・壮年を迎えた働きざかりの人間
なのですが、その準備をするということは一般にはあまりしません。
  実は、われわれは、精神の安定を保つために、物事をあまり直視しないか、なんでも楽観的
に考えるという習性を体質として備えています。人間が記憶と理性を備えたときから、発狂し
ないように与えられた性質であるといえます。しかし、人間が大きな社会を構成し、地球を覆
うほどになった今、そうした習性が見させるいいかげんな未来幻想が、われわれをとんでもな
いところに追いやるような気がしてなりません。アナリストたちが導いたENRON の破綻のよう
な結末です。
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